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本日はお忙しい中、2010年度 第一四半期決算のテレフォン・カンファレンス
に御参加頂き、有難うございます。

CFOの仲田です。

どうぞ宜しくお願い致します。

それでは、決算説明資料にそって2011年3月期第1四半期の決算についてご
説明いたします。
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4ペ ジを御覧ください
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4ページを御覧ください。

最初に2011年3月期第1四半期決算のハイライトをご説明させていただきます。

金融費用を除く収益合計は2,598億円、税前利益は65億円、野村ホールディングス株主に帰

属する当期純利益は23億円となり、厳しい経営環境の中、黒字を継続いたしました。

この四半期は、欧州に端を発した金融市場の混乱により、同業他社でも収益が減少する中、

当社のホールセール部門の収益も1,086億円となり、前四半期比で36％減少しました。

5月初旬のマーケットの急変による市場環境の悪化は、マーケット全体の顧客アクティビティを

著しく低下させ、顧客への流動性供給のために保有していた在庫ポジションにも少なからぬ影

響を与えました。 しかし、当社は流動性の比較的高いプロダクトが中心であったことから、迅

速に在庫残高及びリスク量を縮小させ、その影響を抑えることが出来ました。

そのような環境下でも、グローバルに顧客ビジネスを拡大するという基本戦略に基づき、厳し
い状況の中でも、顧客へ適切なプライスを出し続けることにより、顧客基盤、顧客フローによる
収益の拡大を着実に推し進めることが出来ました。

営業部門においても、今期は日経平均が15％下落する厳しい環境でしたが、収益1,110億円
で前四半期比16％増となりました。

かねてより注力していますコンサルティング営業により、お客様のニーズにお応えした結果、
投資信託、外国債券を中心に多くの新規資金導入をはかることが出来ました。

アセット・マネジメント部門でも、投資信託の資金流入、海外での投資顧問契約額が伸び、安
定した収益を上げることが出来ました。

財務基盤につきましては、引き続き強固な基盤を維持しています。
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6ページを御覧ください。

6月末現在のTier1比率は16.9％、Tier1コモン比率は16.8％と左下のグラフ
にありますように、引き続き業界トップ・レベルの水準を維持しています。

B/Sの資産合計は33.9兆円、株主資本は2.1兆円、グロス・レバレッジは
16.1倍、調整後レバレッジは10.1倍になりました。

レベル3資産は0.8兆円で、対Tier1資本比率で42％となり、継続して減少し
ています。

また本日、自己株式の取得について発表いたしました。

これは、ストック・オプション行使分に充当するため、2010年8月9日～9月17
日の期間で上限7,500万株、500億円の自己株式を取得するものです。
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7ページを御覧ください。

右のグラフは国内外の収益比率を表したものですが、今四半期は、国
内で62％、海外で38％となっています。

それでは、各部門のビジネス・ハイライトについて御説明いたします。
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8ページを御覧ください。

はじめに営業部門ですが、今期は収益1,110億円、税前利益377億円となり
ました。

顧客資産残高は、日経平均の下落や為替が円高になった事により減少しま
したが、新規資金は大幅に増えております。
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次のページを御覧ください。

コンサルティング営業に注力し、お客様のニーズに的確に答える事で1兆
2,895億円の新規資金の導入を行うことが出来ました。

中でも投資信託の資産純増は4,381億円となりました。

5月以降の円高局面では、お客様の関心が高まったことに対応する事で、外
債販売が好調となりました。

右の図で御覧いただけますように、株式、債券、投資信託の全てにおいてバ
ランスよく総募集買付額も伸びております。

また残高がある口座数は489万口座と引き続き伸びており、顧客基盤も順調
に拡大しています。
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次のページを御覧ください。

アセット・マネジメント部門では、181億円の収益、49億円の税前利益となり
ました。

運用資産残高は、マーケットの下落により減少していますが、ネットでの資金
の流入は増えています。



11

次のページを御覧ください。

左下のグラフにありますように、この四半期は5,550億円の資金が流入し、
昨年度の全ての四半期よりも高いレベルの資金流入となりました。

また海外の機関投資家からのマンデートも、日本株、アジア株、グローバル
債券などを中心に順調に伸びています。
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次のページを御覧ください。

今期より、これまでのグローバル・マーケッツ部門、インベストメント・バンキン
グ部門、マーチャント・バンキング部門を統合し、新しくホールセール部門とし
ております。

今四半期は、金融市場の混乱の影響もあり、ホールセール部門の収益は
1,086億円、411億円の税前損失となりました。
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次のページを御覧ください。

グローバル・マーケッツの収益は964億円となりました。

右側の2つのグラフは、マーケットの変動の状況と当社のリスク量の変化を
債券、株式の各々のプロダクトで示していますが、クレジット・スプレッドの急
上昇、ボラティリティの急拡大に迅速に対応いたしました。

左の図のアクティブ・クライアントの数は、今四半期も順調に伸び、顧客フロ
ーからの収益も増加しております。

厳しいマーケット状況でしたが、お客様への流動性供給に努めた結果、基
本戦略であるグローバルでの顧客ビジネスの拡大を着実に進める事がで
きました。



次のページを御覧ください
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次のページを御覧ください。

インベストメント・バンキングでは、市場環境悪化の影響で今四半期に予定されてい
た案件の一部が延期される等により、グロスでの収益は290億円となりました。

国内では、引き続き各プロダクトにおいてトップのマーケットシェアを維持している上、
海外でもクロスボーダー案件中心にハイ・プロファイルなディールを行うことが出来て
います。

スペインの製薬会社グリフォルスによる、米国製薬会社タレクリスの総額$40億の買
収案件のアドバイザーとなりましたが、これは2008年秋の金融危機以降で最大の
LBO案件であると同時に、当社では初めてのクロス・アトランティックでのM&A案件で
あります。

7月に入っては、国内では国際石油開発帝石の5,200億円の公募引き受けに加え、

パナソニックによるパナソニック電工と三洋電機の完全子会社化のパナソニック側の
ファイナンシャル・アドバイザーを務めました。

海外では欧州のプライベート・エクイティ・ファンドであるPermiraによるイタリア冷凍食
品会社Findusの総額８億ユーロの買収案件のアドバイザーとして指名されました。

それらを加えると、現時点ではグローバル・リーグ・テーブルでECM9位、M&A13位と
なります。

次に当社にとって中期的成長が期待される地域として米国とアジアの状況をご説明
します。
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次のページを御覧ください。

米国では、顧客基盤が着実に拡大すると共に、その結果顧客フローの収益も
順調に増加しています。

米国の人員は、6月末現在1,455人で前年同期に比べ729人増えています。

リサーチでは、金融、小売、テレコム/メディア等の分野で、インスティチューシ
ョナル・インベスター誌でランキング入りをしているアナリストを採用し、インベ
ストメント･バンキングでも、実績のあるシニア・バンカーを採用いたしました。

アジアにおいても、オンショアのプラットフォームの構築が進み、顧客基盤、
顧客フローからの収益も着実に伸びています。

今期は、資金調達の多様化の一環としてイスラム金融での資金調達をマレ
ーシア、中東で初めて行いました。

また、インスティチューショナル・インベスター誌においてアジア株式リサーチ
が2位、中国リサーチ・チームが1位にランクされ、欧州の2位、日本の1位と
合わせ、グローバルで機関投資家からトップ・ティアのリサーチ・ハウスとして
評価されています。
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次のページではセグメント「その他」を示しています。

今四半期の負債の時価評価益は139億円で、「その他」に含まれています。

また、セグメント情報には含まれておりませんが、有価証券評価損は106億円
となりました。
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最後にコストについてご説明します。

次のページを御覧ください。

当社のコストは2009年3月期をピークに減少してきております。

今四半期は前四半期比で1.6％の増加となりましたが、前年同期比では5％
減少しています。

米国でのビジネス拡大及びグローバルでの基盤強化に伴い、人件費は前四
半期比で増加しました。

今四半期の人件費合計の収益に占める比率は47%であります。

人件費以外のコストにおいては、グローバルで顧客フロービジネスが伸びた
ことにより支払手数料が増加した一方で、昨年度より取り組んでおりますコス
ト削減により情報通信関連費用、事業促進費用等が減少し、全体では微増に
おさえることができました。

今後も、中期的成長分野への投資は引き続き進めつつ、徹底したコスト管理
を行ってまいります。
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今四半期は厳しい市場環境でしたが、今後も景気動向、規制環境を注視して
いく必要はあると考えています。

しかし、継続的に顧客への流動性の供給を行うことで、顧客ビジネスの増加
による収益基盤の拡大を目指すという、当社の基本戦略には変わるところは
ありません。

今後も、グローバル・トップティアの投資銀行を目指し、努力してまいります。

有難うございました。
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